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昨年9月に、文部科学省から「グローバル人材育成推進事業」において、本学がタイプA（全学推進型）に採択されたとの通知

がありました。国際センター、全学共通教養教育センター、そして学習支援・教育開発センターが協力して構想したプロジェクト

が認められ、国内で選抜された11の大学に本学も名を連ねることができました。内向きと言われる日本の若者たちに海外に目

を向けてもらい、グローバル人材に育ってもらうため、大学も様々な改革に取組んでいくことを求められています。語学クラス

の能力別クラス編成、TOEFLスコア・アップのための集中語学クラスIntensive Courses for TOEFLの開講、サマープログ

ラムをはじめとする留学制度の一層の充実、ラーニング・コモンズを活用した学習支援など、学生たちのグローバルな知識・能力

を高めていくための教育改革は必須です。そればかりか、海外からの留学生に英語で授業をするため、教員側の教育力も上げ

ていく必要があります。またキャンパスに留学生を迎え入れるためには、事務サイドの外国語コミュニケーション能力も向上さ

せていかねばなりません。グローバル人材育成を旗印に掲げる以上、単に学生たちの語学力向上の問題ではなく、大学全体の

グローバル化を目指して、果敢に取組んでいく姿勢が何より重要です。大学は大きな変革の時期を迎えています。

平成24年度グローバル人材育成推進事業（G30プラス）への採択
学習支援・教育開発センター所長　勝山貴之
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大学教育の今

学習支援・教育開発センターでは、2013年度の新任教員向け、およびＴＡ向けの研修会を開催します。
対象者以外でも、本学教職員であれば参加可能ですので、ご希望の場合は学習支援・教育開発センター事務室までお問合せ

ください。また、研修会の内容は、後日ホームページでも公開予定ですので、あわせてご覧ください。

このたび、英語版の「FDハンドブック」を発行しました。本学におけるFDの基本方針や、
シラバス整備、成績評価等について英語で掲載しています。本センターホームページにも
掲載していますので、ぜひご活用ください。

センター事務室からのお知らせ

新任教員研修会／ＴＡ研修会開催のお知らせ

英語版FDハンドブックについて

http://clf.doshisha.ac.jp/information/information.htmlお知らせのページ
※各研修会の詳細については、本センターのホームページをご参照ください。

http://clf.doshisha.ac.jp/handbook/handbook.html同志社大学FDハンドブックのページ

学習支援・教育開発センターでは、本学の学生のバックグラウンドや意識等についてのデータを収
集、蓄積することによって、1年次生の特徴および学年進行後の変化を客観的に把握することを目的
として、「キャンパスライフに関するアンケート調査」を実施しています。
毎年、調査結果の集計と分析を行い、『調査結果報告書』として取り纏めています。本学の教育・

学生の特徴を知ることができる冊子となっていますので、ぜひご活用ください。
なお、『調査結果報告書』は学内において、学部等関係者が閲覧することのみを許可しています。
調査結果の一部は、本センターホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

「キャンパスライフに関するアンケート調査」調査結果報告書について

http://clf.doshisha.ac.jp/investigation/investigation.htmlキャンパスライフに関するアンケート調査のページ

新任教員研修会
日　程 ４月２日（火）13：00～16：25

会　場 今出川キャンパス：寧静館会議室（5階）

内　容 ・ガヴァナンス、意思決定の仕組み
・国際化の取組 ・学生支援体制
・教育活動 ・入学試験業務
・研究活動 ・教育研究倫理

ＴＡ研修会
日　程
（予   定）

４月４日（木） 18：30～19：15
４月５日（金） 12：25～13：10
４月８日（月） 12：25～13：10

会　場 今出川キャンパス：良心館ラーニング・コモンズ
京田辺キャンパス：TC１－232

内　容 ・ＴＡ制度、ＴＡの心得
・ＴＡの事務手続き
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今年度の本部会では、事業計画として、①ＴＡ研修制度の検討、②大学院教育充実のための情報提供と意見交換、③博
士課程教育における課題の検討の３点を挙げました。
①ＴＡ研修制度の検討については、2012年度のＴＡ研修会の実施要領を決定しました。今年度初めて全学的なＴＡ研修
会を開催しましたが、その際に実施したアンケート調査の結果等を踏まえて、来年度は、新任のＴＡおよび希望者に対象を限
定して、日程を履修登録期間中に早めて実施することになりました。②大学院教育充実のための情報提供と意見交換につい
ては、中央教育審議会の答申「グローバル化社会の大学院教育」や第２次大学院教育振興施策要綱の概要を報告して、大
学院教育改革をめぐる論点を示し、各研究科において議論する際の材料を提供しました。③博士課程教育における課題の
検討については、博士論文審査のポイントの明示に取り組みました。他大学の事例等を紹介し、各研究科の状況について情
報共有して意見交換を行った上で、明示が考えられる項目案を叩き台として提示しました。各研究科で検討いただいた結果、
多くの研究科で明示が可能であるとの判断がなされ、審査ポイントの明示に向けて作業が進められています。また、博士教育
課程におけるキャリア形成支援についても検討を行いました。このテーマで教育開発センター主催の講演会を開催し、先進的
な事例について情報共有を図るとともに、本CFD reportでも、大学院教育特集の一環として、大学院生のキャリア形成支援に
関する記事を掲載しています。
現在、大学院は多様な問題に直面しており、本年度はその一部しか扱うことができませんでしたが、委員の協力のもと、ひとつ
ひとつ課題を洗い出し、各研究科に議論の材料を提供していくことが大切だと考えます。今後ともご協力をお願いいたします。

（大学院教育検討部会長　風間 規男）

大学院教育検討部会 活動報告大学院教育検討部会 活動報告
Center for Faculty Development

　社会学部では、主任会を中心にFD委員会が組織
され、学生を対象とした独自の質問紙調査を行うとと
もに教員全員が参加するFD研究会を年１度開催し
ている。調査は卒業式の当日、卒業生全員に対して
行われるものであり、2009年3月に第1回調査が行
われ、現在4回目の調査が終了している。調査内容
は、4年間の学業状況、学生生活、就職活動等を中心
としたものだが、直近の調査では、学生の技術的な能
力向上だけではなく、教養の獲得や知識人としての

成長等をとらえるための調査項目も追加されてい
る。調査データの分析は社会調査を専門とする学部
所属教員や大学院生が行っているが、そこからは「論
理的思考や説明能力の向上感」に影響を与えている
のは「学生が積極的に参加できるような授業の履
修」であることなどが明らかになってきている。この
ような調査結果は学部全教員に伝えられ、FD研究
会で今後の教育の方向を考える際の議論の素材と
して役立っている。

小林　久高社会学部

　経済学部のFD委員会は、本来のFD活動に加えて、
学部としての学生支援のあり方について検討する役
割を担っている。その取組の一環として、本年度から
新カリキュラムがスタートしたのを機に、教育関連サ
ービス企業が提供する1年次生を対象にした｢大学生
基礎力調査｣を初めて実施した。これは、新入生の入
学時の基礎学力やカリキュラム・授業への期待と不安、
社会人としての資質や希望進路などを調査するもの
で、その結果は、個々の学生の履修相談等の基礎資料

として活用するとともに、集計結果から読み取れる入
学段階の学生像と学部が掲げる目標との間のギャッ
プを明らかにすることで、今後のFD活動にも反映さ
せることができると期待される。
　今回は新入生の入学時点における実態を把握する
ものであったが、2年次以降も調査を継続すれば、教育
効果の有無やカリキュラムの問題点の確認が可能に
なる。そのため、予算の確保という課題はあるが、2年
次以降も対象に調査を続けたいと考えている。

　法学部では、2004年度の秋学期以降、独自のFD
活動として、成績評価と授業評価アンケート集計結果
に関する学生への情報提供を積極的に行ってきた。例
えば、成績評価に関しては、科目ごとに、担当教員が期
末試験の出題意図と講評を執筆し、法学部HP上で講
評している点が特色といえる。また、授業評価アン
ケートに関しても、科目ごとに実施し、法学部HP上で
公表している。法学部では、このような特色あるFD活
動の実施により、学生と担当教員間の開放的なコミュ
ニケーション回路を確保し、指導の質と学習意欲の向

上に努めてきた。
　また、法学部では、法学部に進学する学生の多様
なニーズに応えるためのカリキュラム編成に積極的
に取り組んできた。具体的には、法律学科では、
2006年より、将来の進路に直結した選択科目群と
して、14種類の中から選べる『パッケージ制』を用意
している。また、政治学科では、各自の関心に沿った
専門性を体系的に学習できる『コース制』を採用して
いる。法学部では現在、カリキュラムの再編成にも取
り組んでいる。

山根　崇邦法学部

徳岡　一幸経済学部

このコーナーでは、各学部・研究科・センターにおけるFD活動の報告を順次掲載しています。

2011年度TA研修会実施要領

本学に任用されるＴＡが、その役割、責務、心得等、教育補助
業務を遂行する上で必要な事項について理解を深めること
により、各自が共通の認識を持ち、本学におけるＴＡ制度のよ
り効率的且つ効果的な運用を図ることを目的とする。

教育開発センターが実施主体となる。
研修運営は、教務課、倫理審査室、情報支援課等の協力を
仰ぐ。
学生への周知は、各学部・研究科事務室の協力を仰ぐ。

チラシ・ポスターの掲示、立て看板の設置、ホームページ掲載
等を通じて周知を行う。

集合研修による実施とする。

2011年度にＴＡとして任用される全学生を対象とする。

４月第４週目

目的

内容

実施体制

実施方法

対象者

実施日

研修内容の公開

出欠確認・アンケート調査

良心館  ラーニング・コモンズについて

各学部FD活動報告

2012年度「実践的FDプログラム」受講者募集について

　講演会では、教育工学・学習科学の第一人者である
山内祐平氏より、「学びの空間が大学を変える」と題し
て、学習者の“思考の道具”としての学習空間・学習環境の
デザインや、学習空間を生かす支援のあり方、新しい学び
の形であるMOOC（Massive Open Online Course）
の利用等について、具体例を交えてお話しいただき
ました。
　その後、2013年４月にアカデミック・インストラクター
として着任予定の清水亮氏より、本学ラーニング・コモン
ズのコンセプトや期待される役割等について紹介があ
りました。
　ディスカッションでは、ラーニング・コモンズを日本に
初めて紹介された米澤誠氏と学習支援・教育開発セン

ターの勝山貴之所長も加わり、学生の主体的な学びを
促す空間や支援の方法について、活発な議論が行われ
ました。
　また、講演会終了後に企画したラーニング・コモンズ
見学会にも多くの方に参加いただき、実際に学びの
空間を体感していただきました。
　当日は、学内外より100名を超える教職員・学生の
参加があり、ラーニング・コモンズを含めた学習空間・
学習環境や、学生の学びを促す学習支援のあり方に
ついて考える良い機会となりました。
　学習支援・教育開発センター事務室に当日の配付資料
を用意していますので、当日参加できなかった方は適宜
閲覧ください。（※本学教職員対象です。）

「教職員のページ」（本学教職員のみ閲覧可）新任教員研修会

http://www.doshisha.ac.jp/academics/institute/kyouiku/ta.htmlＴＡ研修会のページ

講演会「学びの空間が大学を変える ～空間から活動・共同体へ～」

　本学では、2013年４月の教学体制の再編に伴い、
学生の主体的な学習活動を支援するため、ラーニン
グ・コモンズの運用を開始します。
　今出川キャンパスの新棟「良心館」に開設するラー
ニング・コモンズは２フロアに渡り、２階は学びの交流・
啓発空間「クリエイティブ・コモンズ」、３階はアカデミ
ックスキル育成空間「リサーチ・コモンズ」と名づけて
います。
　ラーニング・コモンズでは、利用しやすいAV機器や
自由に組合せられる机、持ち運び可能なホワイトボー

ド等、柔軟性のある機器や道具を配し、グループ学習
や協調学習に配慮しています。また、アカデミック・イン
ストラクターや大学院生のラーニング・アシスタント、
情報探索アシスタント等の学習支援を行うスタッフを
配置し、アクティブな学びの伸展と授業外学習の「質」
の向上を目指した各種の企画を実施する予定です。
　今後、ニューズレターやホームページ等を通じて最
新情報を発信していきますので、是非、新しい学びの
場「ラーニング・コモンズ」へお越しください。

ラーニング・コモンズのコンセプトや各エリアの機能等を
紹介する利用ガイドを作成しています。
ラーニング・コモンズの詳細については、利用ガイドを
ご参照ください。

ラーニング・コモンズ 利用ガイド

クリエイティブ・コモンズ
学びの交流・啓発空間

ラーニング・コモンズ開設に向けたプレオープンイベントとして、学習支援・教育開発センターと
国際化推進室の共催で、下記の通り講演会を開催しました。

Learning Commons

2F

3Fリサーチ・コモンズ
アカデミックスキル育成空間

◎学びの空間が大学を変える

　山内 祐平 氏　（東京大学大学院 情報学環 准教授）
◎本学ラーニング・コモンズの紹介

　清水 亮 氏　（本学学習支援・教育開発センター 准教授　※2013年4月着任予定）
◎ディスカッション・質疑応答

　米澤 誠 氏〈指定討論者〉　（東北大学附属図書館 総務課長）

学びの空間が大学を変える ～空間から活動・共
同体へ～

講演会「学びの空間が大学を変える ～空間から活動・共同体へ～」

2013年3月18日（月）
　（講演会）14：00～17：00　　（見学会）17：00～17：30

今出川キャンパス 良心館２階　ラーニング・コモンズ内　プレゼンテーションコート

内　容

日　時

会　場

開催報告

アイデアだけでは…　
もりあがって、おしまい。理屈が走りすぎると…　
話がつまらなくなる。

 

人はコミュニケーションを繰り返すうちにアイデアは鍛えられ、理屈がちゃんと通っていく。

 第 1章　ラーニング・コモンズの考え方

 1 .出会う
S oc i a l i z a t i on（共同化）机に向かってする勉強だけでなく、ぶらぶら歩く、ネットサーフィンをする、ポスターを見る・・・。暮らしの中でさまざまな情報との出会いを意識しておくだけで、新しい知識、アイデアと出会うことができます。まずはラーニング・コモンズへ出かけてみましょう。

アイデアは温めることも重要だけれど、誰かに話して意見を聞くことも大事です。仲間とリラックスしてしゃべるうちに、意見が異見を呼び、新しいアイデアに結びついていきます。頭の中から外へ出すこと。創造の第一歩です。

最後は実践です。考えたり、計画書を作っても最後の実行が伴わないとせっかくの努力も中途半端。やってみることが重要。失敗を恐れず、ただし失敗をしないよう準備をして実行することで、大きな自信が生まれます。

アイデアには理屈も必要です。アイデアと理屈のバランスをよくするためには客観性が欠かせません。コミュニケーションを繰り返すうちに思いつきがロジカルになり、企画としての説得力が生まれます。

良心館のラーニング・コモンズはおよそ2,550㎡に「ひらめき」を「実現」
に変えていくさまざまな装置を配置した自習空間です。自分の中に眠っている発想力、構想力、実現力をここで目覚めさせてみ
ませんか！もちろんさまざまな人的サポートもついてます。

 2 .話す
E x t e rna l i z a t i on（表出化）  4 .やってみるI n te rna l i z a t i on（内面化）

 2F .クリエイティブ・コモンズ

 3F .リサーチ・コモンズ

 3 .まとめる
C omb ina t i on（連結化）

良心館のラーニング・コモンズは、情報を知識に、知識を創造に変えていく「新しい学びの広場」です。さまざまなヒト・モノ・コト・情報と出会い、それらを仲間とともに議論し展開していくことで、新しい学びの可能性を生み出していきます。

IN

IN

コンセプトは「アカデミックスキルの育成空間」生まれたアイデアを組み立て、他者に分かりやすくメッセージとして伝えていくスキルを育成します。

コンセプトは「学びの交流と相互啓発」ヒト・モノ・コト・情報との出会いによるクリエイティブな刺激を生み出します。

同志社大学のラーニング・コモンズは
良心館2、3階   約2,550㎡
国内大学の中で最大級です。
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今年度の本部会では、事業計画として、①ＴＡ研修制度の検討、②大学院教育充実のための情報提供と意見交換、③博
士課程教育における課題の検討の３点を挙げました。
①ＴＡ研修制度の検討については、2012年度のＴＡ研修会の実施要領を決定しました。今年度初めて全学的なＴＡ研修
会を開催しましたが、その際に実施したアンケート調査の結果等を踏まえて、来年度は、新任のＴＡおよび希望者に対象を限
定して、日程を履修登録期間中に早めて実施することになりました。②大学院教育充実のための情報提供と意見交換につい
ては、中央教育審議会の答申「グローバル化社会の大学院教育」や第２次大学院教育振興施策要綱の概要を報告して、大
学院教育改革をめぐる論点を示し、各研究科において議論する際の材料を提供しました。③博士課程教育における課題の
検討については、博士論文審査のポイントの明示に取り組みました。他大学の事例等を紹介し、各研究科の状況について情
報共有して意見交換を行った上で、明示が考えられる項目案を叩き台として提示しました。各研究科で検討いただいた結果、
多くの研究科で明示が可能であるとの判断がなされ、審査ポイントの明示に向けて作業が進められています。また、博士教育
課程におけるキャリア形成支援についても検討を行いました。このテーマで教育開発センター主催の講演会を開催し、先進的
な事例について情報共有を図るとともに、本CFD reportでも、大学院教育特集の一環として、大学院生のキャリア形成支援に
関する記事を掲載しています。
現在、大学院は多様な問題に直面しており、本年度はその一部しか扱うことができませんでしたが、委員の協力のもと、ひとつ
ひとつ課題を洗い出し、各研究科に議論の材料を提供していくことが大切だと考えます。今後ともご協力をお願いいたします。

（大学院教育検討部会長　風間 規男）

大学院教育検討部会 活動報告大学院教育検討部会 活動報告
Center for Faculty Development

　社会学部では、主任会を中心にFD委員会が組織
され、学生を対象とした独自の質問紙調査を行うとと
もに教員全員が参加するFD研究会を年１度開催し
ている。調査は卒業式の当日、卒業生全員に対して
行われるものであり、2009年3月に第1回調査が行
われ、現在4回目の調査が終了している。調査内容
は、4年間の学業状況、学生生活、就職活動等を中心
としたものだが、直近の調査では、学生の技術的な能
力向上だけではなく、教養の獲得や知識人としての

成長等をとらえるための調査項目も追加されてい
る。調査データの分析は社会調査を専門とする学部
所属教員や大学院生が行っているが、そこからは「論
理的思考や説明能力の向上感」に影響を与えている
のは「学生が積極的に参加できるような授業の履
修」であることなどが明らかになってきている。この
ような調査結果は学部全教員に伝えられ、FD研究
会で今後の教育の方向を考える際の議論の素材と
して役立っている。

小林　久高社会学部

　経済学部のFD委員会は、本来のFD活動に加えて、
学部としての学生支援のあり方について検討する役
割を担っている。その取組の一環として、本年度から
新カリキュラムがスタートしたのを機に、教育関連サ
ービス企業が提供する1年次生を対象にした｢大学生
基礎力調査｣を初めて実施した。これは、新入生の入
学時の基礎学力やカリキュラム・授業への期待と不安、
社会人としての資質や希望進路などを調査するもの
で、その結果は、個々の学生の履修相談等の基礎資料

として活用するとともに、集計結果から読み取れる入
学段階の学生像と学部が掲げる目標との間のギャッ
プを明らかにすることで、今後のFD活動にも反映さ
せることができると期待される。
　今回は新入生の入学時点における実態を把握する
ものであったが、2年次以降も調査を継続すれば、教育
効果の有無やカリキュラムの問題点の確認が可能に
なる。そのため、予算の確保という課題はあるが、2年
次以降も対象に調査を続けたいと考えている。

　法学部では、2004年度の秋学期以降、独自のFD
活動として、成績評価と授業評価アンケート集計結果
に関する学生への情報提供を積極的に行ってきた。例
えば、成績評価に関しては、科目ごとに、担当教員が期
末試験の出題意図と講評を執筆し、法学部HP上で講
評している点が特色といえる。また、授業評価アン
ケートに関しても、科目ごとに実施し、法学部HP上で
公表している。法学部では、このような特色あるFD活
動の実施により、学生と担当教員間の開放的なコミュ
ニケーション回路を確保し、指導の質と学習意欲の向

上に努めてきた。
　また、法学部では、法学部に進学する学生の多様
なニーズに応えるためのカリキュラム編成に積極的
に取り組んできた。具体的には、法律学科では、
2006年より、将来の進路に直結した選択科目群と
して、14種類の中から選べる『パッケージ制』を用意
している。また、政治学科では、各自の関心に沿った
専門性を体系的に学習できる『コース制』を採用して
いる。法学部では現在、カリキュラムの再編成にも取
り組んでいる。

山根　崇邦法学部

徳岡　一幸経済学部

このコーナーでは、各学部・研究科・センターにおけるFD活動の報告を順次掲載しています。

2011年度TA研修会実施要領

本学に任用されるＴＡが、その役割、責務、心得等、教育補助
業務を遂行する上で必要な事項について理解を深めること
により、各自が共通の認識を持ち、本学におけるＴＡ制度のよ
り効率的且つ効果的な運用を図ることを目的とする。

教育開発センターが実施主体となる。
研修運営は、教務課、倫理審査室、情報支援課等の協力を
仰ぐ。
学生への周知は、各学部・研究科事務室の協力を仰ぐ。

チラシ・ポスターの掲示、立て看板の設置、ホームページ掲載
等を通じて周知を行う。

集合研修による実施とする。

2011年度にＴＡとして任用される全学生を対象とする。

４月第４週目

目的

内容

実施体制

実施方法

対象者

実施日

研修内容の公開

出欠確認・アンケート調査

良心館  ラーニング・コモンズについて

各学部FD活動報告

2012年度「実践的FDプログラム」受講者募集について

　講演会では、教育工学・学習科学の第一人者である
山内祐平氏より、「学びの空間が大学を変える」と題し
て、学習者の“思考の道具”としての学習空間・学習環境の
デザインや、学習空間を生かす支援のあり方、新しい学び
の形であるMOOC（Massive Open Online Course）
の利用等について、具体例を交えてお話しいただき
ました。
　その後、2013年４月にアカデミック・インストラクター
として着任予定の清水亮氏より、本学ラーニング・コモン
ズのコンセプトや期待される役割等について紹介があ
りました。
　ディスカッションでは、ラーニング・コモンズを日本に
初めて紹介された米澤誠氏と学習支援・教育開発セン

ターの勝山貴之所長も加わり、学生の主体的な学びを
促す空間や支援の方法について、活発な議論が行われ
ました。
　また、講演会終了後に企画したラーニング・コモンズ
見学会にも多くの方に参加いただき、実際に学びの
空間を体感していただきました。
　当日は、学内外より100名を超える教職員・学生の
参加があり、ラーニング・コモンズを含めた学習空間・
学習環境や、学生の学びを促す学習支援のあり方に
ついて考える良い機会となりました。
　学習支援・教育開発センター事務室に当日の配付資料
を用意していますので、当日参加できなかった方は適宜
閲覧ください。（※本学教職員対象です。）

「教職員のページ」（本学教職員のみ閲覧可）新任教員研修会

http://www.doshisha.ac.jp/academics/institute/kyouiku/ta.htmlＴＡ研修会のページ

講演会「学びの空間が大学を変える ～空間から活動・共同体へ～」

　本学では、2013年４月の教学体制の再編に伴い、
学生の主体的な学習活動を支援するため、ラーニン
グ・コモンズの運用を開始します。
　今出川キャンパスの新棟「良心館」に開設するラー
ニング・コモンズは２フロアに渡り、２階は学びの交流・
啓発空間「クリエイティブ・コモンズ」、３階はアカデミ
ックスキル育成空間「リサーチ・コモンズ」と名づけて
います。
　ラーニング・コモンズでは、利用しやすいAV機器や
自由に組合せられる机、持ち運び可能なホワイトボー

ド等、柔軟性のある機器や道具を配し、グループ学習
や協調学習に配慮しています。また、アカデミック・イン
ストラクターや大学院生のラーニング・アシスタント、
情報探索アシスタント等の学習支援を行うスタッフを
配置し、アクティブな学びの伸展と授業外学習の「質」
の向上を目指した各種の企画を実施する予定です。
　今後、ニューズレターやホームページ等を通じて最
新情報を発信していきますので、是非、新しい学びの
場「ラーニング・コモンズ」へお越しください。

ラーニング・コモンズのコンセプトや各エリアの機能等を
紹介する利用ガイドを作成しています。
ラーニング・コモンズの詳細については、利用ガイドを
ご参照ください。

ラーニング・コモンズ 利用ガイド

クリエイティブ・コモンズ
学びの交流・啓発空間

ラーニング・コモンズ開設に向けたプレオープンイベントとして、学習支援・教育開発センターと
国際化推進室の共催で、下記の通り講演会を開催しました。

Learning Commons

2F

3Fリサーチ・コモンズ
アカデミックスキル育成空間

◎学びの空間が大学を変える

　山内 祐平 氏　（東京大学大学院 情報学環 准教授）
◎本学ラーニング・コモンズの紹介

　清水 亮 氏　（本学学習支援・教育開発センター 准教授　※2013年4月着任予定）
◎ディスカッション・質疑応答

　米澤 誠 氏〈指定討論者〉　（東北大学附属図書館 総務課長）

学びの空間が大学を変える ～空間から活動・共
同体へ～

講演会「学びの空間が大学を変える ～空間から活動・共同体へ～」

2013年3月18日（月）
　（講演会）14：00～17：00　　（見学会）17：00～17：30

今出川キャンパス 良心館２階　ラーニング・コモンズ内　プレゼンテーションコート

内　容

日　時

会　場

開催報告

アイデアだけでは…　
もりあがって、おしまい。理屈が走りすぎると…　
話がつまらなくなる。

 

人はコミュニケーションを繰り返すうちにアイデアは鍛えられ、理屈がちゃんと通っていく。

 第 1章　ラーニング・コモンズの考え方

 1 .出会う
S oc i a l i z a t i on（共同化）机に向かってする勉強だけでなく、ぶらぶら歩く、ネットサーフィンをする、ポスターを見る・・・。暮らしの中でさまざまな情報との出会いを意識しておくだけで、新しい知識、アイデアと出会うことができます。まずはラーニング・コモンズへ出かけてみましょう。

アイデアは温めることも重要だけれど、誰かに話して意見を聞くことも大事です。仲間とリラックスしてしゃべるうちに、意見が異見を呼び、新しいアイデアに結びついていきます。頭の中から外へ出すこと。創造の第一歩です。

最後は実践です。考えたり、計画書を作っても最後の実行が伴わないとせっかくの努力も中途半端。やってみることが重要。失敗を恐れず、ただし失敗をしないよう準備をして実行することで、大きな自信が生まれます。

アイデアには理屈も必要です。アイデアと理屈のバランスをよくするためには客観性が欠かせません。コミュニケーションを繰り返すうちに思いつきがロジカルになり、企画としての説得力が生まれます。

良心館のラーニング・コモンズはおよそ2,550㎡に「ひらめき」を「実現」
に変えていくさまざまな装置を配置した自習空間です。自分の中に眠っている発想力、構想力、実現力をここで目覚めさせてみ
ませんか！もちろんさまざまな人的サポートもついてます。

 2 .話す
E x t e rna l i z a t i on（表出化）  4 .やってみるI n te rna l i z a t i on（内面化）

 2F .クリエイティブ・コモンズ

 3F .リサーチ・コモンズ

 3 .まとめる
C omb ina t i on（連結化）

良心館のラーニング・コモンズは、情報を知識に、知識を創造に変えていく「新しい学びの広場」です。さまざまなヒト・モノ・コト・情報と出会い、それらを仲間とともに議論し展開していくことで、新しい学びの可能性を生み出していきます。
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現在、大学院は多様な問題に直面しており、本年度はその一部しか扱うことができませんでしたが、委員の協力のもと、ひとつ
ひとつ課題を洗い出し、各研究科に議論の材料を提供していくことが大切だと考えます。今後ともご協力をお願いいたします。

（大学院教育検討部会長　風間 規男）

大学院教育検討部会 活動報告大学院教育検討部会 活動報告
Center for Faculty Development

2011年度の大学院教育検討部会では、上記の項目案を叩き台として、各研究科での「博士論文審査のポイント」の明示の可
否について検討を行いました。現在、各研究科で明示に向けた検討作業が進められています。

2011年度TA研修会実施要領

本学に任用されるＴＡが、その役割、責務、心得等、教育補助
業務を遂行する上で必要な事項について理解を深めること
により、各自が共通の認識を持ち、本学におけるＴＡ制度のよ
り効率的且つ効果的な運用を図ることを目的とする。

教育開発センターが実施主体となる。
研修運営は、教務課、倫理審査室、情報支援課等の協力を
仰ぐ。
学生への周知は、各学部・研究科事務室の協力を仰ぐ。

チラシ・ポスターの掲示、立て看板の設置、ホームページ掲載
等を通じて周知を行う。

集合研修による実施とする。

2011年度にＴＡとして任用される全学生を対象とする。

４月第４週目

目的

内容

実施体制

実施方法

対象者

実施日

研修内容の公開

出欠確認・アンケート調査

2012年度「実践的FDプログラム」受講者募集について

　本学では、2013 年４月の教学体制の再編に伴い、
学生の主体的な学習活動を支援するため、ラーニン
グ・コモンズの運用を開始します。
　今出川キャンパスの新校舎「良心館」に開設するラー
ニング・コモンズは２フロアに渡り、２階は学びの交流・
啓発空間「クリエイティブ・コモンズ」、３階はアカデ
ミックスキル育成空間「リサーチ・コモンズ」と名付
けています。
　ラーニング・コモンズでは、利用しやすい AV 機器
や組合せの型の机、持ち運び可能なホワイトボード等、

柔軟性のある什器を配し、グループ学習や協調学習に
配慮しています。また、アカデミック・インストラクター
や大学院生のラーニング・アシスタント、情報探索
アシスタント等の学習支援を行うスタッフを配置し、
アクティブな学びの伸展と授業外学習の「質」の向上を
目指した各種の企画を実施する予定です。
　今後、ニューズレターやホームページ等を通じて
最新情報を発信していきますので、是非、新しい学びの
場「良心館ラーニング・コモンズ」へお越しください。

ラーニング・コモンズのコンセプトや各エリアの機能等について、
利用ガイドで紹介しています。
閲覧ご希望の場合は、学習支援・教育開発センター事務室まで
お問合せください。

ラーニング・コモンズ 利用ガイド

今年度の本部会の事業計画には、①学士課程教育の実質化に向けた検討、②教育方法・教材開発費制度の見直し、③英
語版FDハンドブックの作成、④「大学入学準備講座」の企画、⑤FDに関する意識高揚活動の実施、⑥FD講演会・ワークショッ
プの開催、⑦学生による授業評価アンケート調査実施方法の見直し、という７項目を挙げました。
このうち①の学士課程教育の実質化に向けた検討については、厳格な成績評価との関連からＧＰＡ制度について意見交換
を行いました。また文部科学省が推し進めようとしているナンバリング制度についても紹介し、導入に向けた準備を始めました。
②の教育方法・教材開発費制度については、2011年度に改訂をしましたが、更に公平性をはかるため、応募者の意見を聞くた
めのヒアリング制度を設けることにしました。③の英語版FDハンドブックは編集が終わり、外国人教員を主な対象として学内に配
布しました。日本語を母語とされない先生方にも、大学のFD活動を理解していただくための一助となればと考えています。④の
「大学入学準備講座」の企画は、今年も盛況で多くの高校生が参加してくれました。毎年の活動として定着してきた感がありま
す。⑥のFD講演会・ワークショップの開催については、2012年7月に文部科学省との共催で「大学教育改革地域フォーラム2012 
in 同志社大学～グローバル社会における学生の主体的な学びについて考える～」を開催しました。この企画は、大学教育の質
の転換をはかるために必要な課題や具体的な取組について、学生、教職員、社会人等の立場から幅広く議論することを目標と
して全国各地で開催され、京都では本学が開催校となりました。当日は、多くの教職員および学生が参加し、またラーニング・コモ
ンズにおける学生の主体的な学びの可能性等、新しい視点からの報告がなされて、これから大学が進もうとしている道筋が示
されたように思われました。他の項目においても、委員の皆さんから貴重なご意見を頂戴し、力を合わせて事業計画を推進でき
たと考えています。委員の皆様のご協力ご支援に心から感謝致します。

ＦＤ支援部会長　勝山 貴之

教育効果向上部会 活動報告教育効果向上部会 活動報告
Center for Faculty Development

FD支援部会 活動報告
2012年度の大学院教育検討部会では、①ＴＡ研修制度の検討、②大学院教育充実のための情報提供と意見交換、③博士課
程教育における課題の検討、④博士前期課程における教育上の課題の洗い出しの４点を事業計画として挙げました。
①ＴＡ研修制度の検討については、前年度の実績を踏まえ2013年度のＴＡ研修会実施要領を決定しました。2012年度は、新
任のTA及び希望者に限定して、日程も履修登録期間中に早めて実施しました。今年度のアンケート結果を踏まえ、2013年度は
試行的にＴＡ経験者の体験談の時間を設ける予定です。
②大学院教育充実のための情報提供と意見交換については、文部科学省が６月に発表した「大学改革実行プラン」や、中央
教育審議会大学分科会大学院部会の審議動向等の報告を通じて、大学教育改革をめぐる論点について情報提供を行い、各
研究科において議論していただく際の材料を提供しました。
③博士課程教育における課題の検討については、博士論文審査ポイントの明示について、各研究科の検討状況を部会委員よ

り聴取し、過半数の研究科での策定完了を確認しました。今後さらに、全研究科での策定に向けて検討を進めるとともに、「履修の
手引き」等において明示することの要請を行いました。また、博士論文公表の方式変更についても関連して情報提供を行いました。
④博士前期課程における教育上の課題の洗い出しについては、博士前期課程の学生に対するキャリア形成支援方策や社会
人教育への対応が検討課題として提起され、特に、キャリア形成支援について、他大学で実施されている大学院共通科目の取
組についての情報提供や各研究科でのキャリア形成支援の事例等の意見交換を行いました。次年度に向けて学生の意識調査
や学内関連部署との連携方法等を含め、大学院生へのキャリア形成支援についてさらに取組んでいくこととなりました。ご多用の
中、部会運営にご協力いただいた委員の皆様に感謝申し上げます。

大学院教育検討部会長　武蔵 勝宏

大学院教育検討部会 活動報告

教育効果向上部会 活動報告

今年度の本部会では、①「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析、②「キャンパスライフに関
するアンケート調査」調査結果の利用促進(個別学部を訪問し、調査結果のフィードバック)、③「キャンパスライフに関するアンケ
ート調査」 から読み取れる課題の抽出の3点について検討しました。
「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析については、昨年と同様に、専門調査員を中心に行
い、「2011年度『キャンパスライフに関するアンケート調査』調査結果報告書」の作成が完了しました。特に今年は、基礎データの
まとめだけでなく、テーマ分析も行っています。分析したテーマは、「大学に対する愛着(愛校心)の規定要因に関する基礎的分
析」です。同志社大学の目指している良心教育、キリスト教主義の成果が垣間見られる結果となりました。また、2008年度より一
部の学部で実施してきた学生にIDを記入させるパネル調査についても、2011年度から1年次生の全学部で実施することになり、
2013年度には、3年次生も全ての学部でID記入による調査を実施することができるようになっています。このアンケート調査は、学
生に回答してもらわなければ成り立ちません。アンケート調査の回答・回収にあたっては改めて学部のご協力をお願いしたいと思
います。
上記のアンケート調査の利用促進を行うために、個別学部を訪問し、調査結果のフィードバックを行っています。今年度は、グ
ローバル・コミュニケーション学部、スポーツ健康科学部、神学部、文化情報学部で実施し、各学部の特徴が見られるアンケート
調査をとりまとめご紹介しました。これにより、学内での本調査自体の認知度は徐 に々高まってきていると感じています。
「キャンパスライフに関するアンケート調査」は、PDCAサイクルを繰り返すことにより継続的に教育効果を上げる仕組の一環と
して行っています。今年度は、このPDCAサイクルを強く意識した検討も行いました。まず、同志社大学および各学部が注力する
取組をまとめました。大学が目指す基礎学力の向上、主体的学習の獲得、国際化の推進を中心に、各学部が特色のあるプログ
ラムの作成をプランしていることがまとめられました。この取組が成果を上げているのかについて、アンケート結果を利用して議論
しました。
本年度も、委員の先生方には多大なご協力とご尽力をいただき感謝いたします。今後とも引き続きご協力とご検討をお願い

します。
教育効果向上部会長　廣安 知之

各部会活動報告
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学習支援・教育開発センターでは、大学改革やFD関係の図書資料を収集し、専任教職員の方に事務室で閲覧して
いただけるようにしています。貸出も可能ですので、センターに直接お越しになるか、ホームページ掲載の所蔵図書
資料一覧をご覧いただき、ご希望の資料があればメールまたはお電話でご連絡ください。学内便でお届けします。

「学びの質保証戦略」
山田 礼子
玉川大学出版部
２０１２．５
ISBN：978-4-472-40454-2

「大学教育をデザインする
―構成主義に基づいた
教育実践―」
久保田 賢一・岸 磨貴子（編著）
晃洋書房
２０１２．７
ISBN：978-4-7710-2372-7

「学士力を支える
学習支援の方法論」
谷川 裕稔（代表編者）
ナカニシヤ出版
２０１２．１２
ISBN：978-4-7795-0700-7

※センターで所蔵した方が良いと思われる書籍等がありましたらご推薦ください。
　また、図書の他にも、ＦＤに関する雑誌・機関紙や報告書等を収集しています。上記の「図書資料のご案内ページ」よりご覧いただき、ご活用ください。

新着図書情報

http://clf.doshisha.ac.jp/books/list.html図書資料のご案内ページ

学習支援・教育開発センターでは、本学における授業
改善をさらに促進するために、専任教員を対象として、
新たな教育方法および教材開発に必要な費用全般を対
象とする補助を行う教育方法・教材開発費制度を設置し
ています。
2013年度は、この制度を利用して１件の取組が行わ

れます
※これまでの採択テーマ及び成果報告書（本学教職員のみ閲覧可）は本センターホームページ上に掲載していますので、
以下のURLよりご参照ください。

※教育方法・教材開発費制度を利用して開発された教材の一部は、本学オープンコースウェア上で公開しています。

http://clf.doshisha.ac.jp/support/development/materials.html教育方法・教材開発費制度のページ

http://clf.doshisha.ac.jp/opencourse/opencourse.html同志社大学オープンコースウェア

開発テーマ 所　属 申請者

政策学部 中野　民夫
柴田　悠

大教室での参加型・ワークショップ型
授業の基本型の開発

A区分（１件あたり50万円以下）

2013年度　教育方法・教材開発費 採択テーマ



今年度の本部会では、事業計画として、①ＴＡ研修制度の検討、②大学院教育充実のための情報提供と意見交換、③博
士課程教育における課題の検討の３点を挙げました。
①ＴＡ研修制度の検討については、2012年度のＴＡ研修会の実施要領を決定しました。今年度初めて全学的なＴＡ研修
会を開催しましたが、その際に実施したアンケート調査の結果等を踏まえて、来年度は、新任のＴＡおよび希望者に対象を限
定して、日程を履修登録期間中に早めて実施することになりました。②大学院教育充実のための情報提供と意見交換につい
ては、中央教育審議会の答申「グローバル化社会の大学院教育」や第２次大学院教育振興施策要綱の概要を報告して、大
学院教育改革をめぐる論点を示し、各研究科において議論する際の材料を提供しました。③博士課程教育における課題の
検討については、博士論文審査のポイントの明示に取り組みました。他大学の事例等を紹介し、各研究科の状況について情
報共有して意見交換を行った上で、明示が考えられる項目案を叩き台として提示しました。各研究科で検討いただいた結果、
多くの研究科で明示が可能であるとの判断がなされ、審査ポイントの明示に向けて作業が進められています。また、博士教育
課程におけるキャリア形成支援についても検討を行いました。このテーマで教育開発センター主催の講演会を開催し、先進的
な事例について情報共有を図るとともに、本CFD reportでも、大学院教育特集の一環として、大学院生のキャリア形成支援に
関する記事を掲載しています。
現在、大学院は多様な問題に直面しており、本年度はその一部しか扱うことができませんでしたが、委員の協力のもと、ひとつ
ひとつ課題を洗い出し、各研究科に議論の材料を提供していくことが大切だと考えます。今後ともご協力をお願いいたします。

（大学院教育検討部会長　風間 規男）

大学院教育検討部会 活動報告大学院教育検討部会 活動報告
Center for Faculty Development

2011年度の大学院教育検討部会では、上記の項目案を叩き台として、各研究科での「博士論文審査のポイント」の明示の可
否について検討を行いました。現在、各研究科で明示に向けた検討作業が進められています。

2011年度TA研修会実施要領

本学に任用されるＴＡが、その役割、責務、心得等、教育補助
業務を遂行する上で必要な事項について理解を深めること
により、各自が共通の認識を持ち、本学におけるＴＡ制度のよ
り効率的且つ効果的な運用を図ることを目的とする。

教育開発センターが実施主体となる。
研修運営は、教務課、倫理審査室、情報支援課等の協力を
仰ぐ。
学生への周知は、各学部・研究科事務室の協力を仰ぐ。

チラシ・ポスターの掲示、立て看板の設置、ホームページ掲載
等を通じて周知を行う。

集合研修による実施とする。

2011年度にＴＡとして任用される全学生を対象とする。

４月第４週目
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研修内容の公開

出欠確認・アンケート調査

2012年度「実践的FDプログラム」受講者募集について

　本学では、2013 年４月の教学体制の再編に伴い、
学生の主体的な学習活動を支援するため、ラーニン
グ・コモンズの運用を開始します。
　今出川キャンパスの新校舎「良心館」に開設するラー
ニング・コモンズは２フロアに渡り、２階は学びの交流・
啓発空間「クリエイティブ・コモンズ」、３階はアカデ
ミックスキル育成空間「リサーチ・コモンズ」と名付
けています。
　ラーニング・コモンズでは、利用しやすい AV 機器
や組合せの型の机、持ち運び可能なホワイトボード等、

柔軟性のある什器を配し、グループ学習や協調学習に
配慮しています。また、アカデミック・インストラクター
や大学院生のラーニング・アシスタント、情報探索
アシスタント等の学習支援を行うスタッフを配置し、
アクティブな学びの伸展と授業外学習の「質」の向上を
目指した各種の企画を実施する予定です。
　今後、ニューズレターやホームページ等を通じて
最新情報を発信していきますので、是非、新しい学びの
場「良心館ラーニング・コモンズ」へお越しください。

ラーニング・コモンズのコンセプトや各エリアの機能等について、
利用ガイドで紹介しています。
閲覧ご希望の場合は、学習支援・教育開発センター事務室まで
お問合せください。

ラーニング・コモンズ 利用ガイド

今年度の本部会の事業計画には、①学士課程教育の実質化に向けた検討、②教育方法・教材開発費制度の見直し、③英
語版FDハンドブックの作成、④「大学入学準備講座」の企画、⑤FDに関する意識高揚活動の実施、⑥FD講演会・ワークショッ
プの開催、⑦学生による授業評価アンケート調査実施方法の見直し、という７項目を挙げました。
このうち①の学士課程教育の実質化に向けた検討については、厳格な成績評価との関連からＧＰＡ制度について意見交換
を行いました。また文部科学省が推し進めようとしているナンバリング制度についても紹介し、導入に向けた準備を始めました。
②の教育方法・教材開発費制度については、2011年度に改訂をしましたが、更に公平性をはかるため、応募者の意見を聞くた
めのヒアリング制度を設けることにしました。③の英語版FDハンドブックは編集が終わり、外国人教員を主な対象として学内に配
布しました。日本語を母語とされない先生方にも、大学のFD活動を理解していただくための一助となればと考えています。④の
「大学入学準備講座」の企画は、今年も盛況で多くの高校生が参加してくれました。毎年の活動として定着してきた感がありま
す。⑥のFD講演会・ワークショップの開催については、2012年7月に文部科学省との共催で「大学教育改革地域フォーラム2012 
in 同志社大学～グローバル社会における学生の主体的な学びについて考える～」を開催しました。この企画は、大学教育の質
の転換をはかるために必要な課題や具体的な取組について、学生、教職員、社会人等の立場から幅広く議論することを目標と
して全国各地で開催され、京都では本学が開催校となりました。当日は、多くの教職員および学生が参加し、またラーニング・コモ
ンズにおける学生の主体的な学びの可能性等、新しい視点からの報告がなされて、これから大学が進もうとしている道筋が示
されたように思われました。他の項目においても、委員の皆さんから貴重なご意見を頂戴し、力を合わせて事業計画を推進でき
たと考えています。委員の皆様のご協力ご支援に心から感謝致します。

ＦＤ支援部会長　勝山 貴之

教育効果向上部会 活動報告教育効果向上部会 活動報告
Center for Faculty Development

FD支援部会 活動報告
2012年度の大学院教育検討部会では、①ＴＡ研修制度の検討、②大学院教育充実のための情報提供と意見交換、③博士課
程教育における課題の検討、④博士前期課程における教育上の課題の洗い出しの４点を事業計画として挙げました。
①ＴＡ研修制度の検討については、前年度の実績を踏まえ2013年度のＴＡ研修会実施要領を決定しました。2012年度は、新
任のTA及び希望者に限定して、日程も履修登録期間中に早めて実施しました。今年度のアンケート結果を踏まえ、2013年度は
試行的にＴＡ経験者の体験談の時間を設ける予定です。
②大学院教育充実のための情報提供と意見交換については、文部科学省が６月に発表した「大学改革実行プラン」や、中央
教育審議会大学分科会大学院部会の審議動向等の報告を通じて、大学教育改革をめぐる論点について情報提供を行い、各
研究科において議論していただく際の材料を提供しました。
③博士課程教育における課題の検討については、博士論文審査ポイントの明示について、各研究科の検討状況を部会委員よ

り聴取し、過半数の研究科での策定完了を確認しました。今後さらに、全研究科での策定に向けて検討を進めるとともに、「履修の
手引き」等において明示することの要請を行いました。また、博士論文公表の方式変更についても関連して情報提供を行いました。
④博士前期課程における教育上の課題の洗い出しについては、博士前期課程の学生に対するキャリア形成支援方策や社会
人教育への対応が検討課題として提起され、特に、キャリア形成支援について、他大学で実施されている大学院共通科目の取
組についての情報提供や各研究科でのキャリア形成支援の事例等の意見交換を行いました。次年度に向けて学生の意識調査
や学内関連部署との連携方法等を含め、大学院生へのキャリア形成支援についてさらに取組んでいくこととなりました。ご多用の
中、部会運営にご協力いただいた委員の皆様に感謝申し上げます。

大学院教育検討部会長　武蔵 勝宏

大学院教育検討部会 活動報告

教育効果向上部会 活動報告

今年度の本部会では、①「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析、②「キャンパスライフに関
するアンケート調査」調査結果の利用促進(個別学部を訪問し、調査結果のフィードバック)、③「キャンパスライフに関するアンケ
ート調査」 から読み取れる課題の抽出の3点について検討しました。
「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析については、昨年と同様に、専門調査員を中心に行
い、「2011年度『キャンパスライフに関するアンケート調査』調査結果報告書」の作成が完了しました。特に今年は、基礎データの
まとめだけでなく、テーマ分析も行っています。分析したテーマは、「大学に対する愛着(愛校心)の規定要因に関する基礎的分
析」です。同志社大学の目指している良心教育、キリスト教主義の成果が垣間見られる結果となりました。また、2008年度より一
部の学部で実施してきた学生にIDを記入させるパネル調査についても、2011年度から1年次生の全学部で実施することになり、
2013年度には、3年次生も全ての学部でID記入による調査を実施することができるようになっています。このアンケート調査は、学
生に回答してもらわなければ成り立ちません。アンケート調査の回答・回収にあたっては改めて学部のご協力をお願いしたいと思
います。
上記のアンケート調査の利用促進を行うために、個別学部を訪問し、調査結果のフィードバックを行っています。今年度は、グ
ローバル・コミュニケーション学部、スポーツ健康科学部、神学部、文化情報学部で実施し、各学部の特徴が見られるアンケート
調査をとりまとめご紹介しました。これにより、学内での本調査自体の認知度は徐 に々高まってきていると感じています。
「キャンパスライフに関するアンケート調査」は、PDCAサイクルを繰り返すことにより継続的に教育効果を上げる仕組の一環と
して行っています。今年度は、このPDCAサイクルを強く意識した検討も行いました。まず、同志社大学および各学部が注力する
取組をまとめました。大学が目指す基礎学力の向上、主体的学習の獲得、国際化の推進を中心に、各学部が特色のあるプログ
ラムの作成をプランしていることがまとめられました。この取組が成果を上げているのかについて、アンケート結果を利用して議論
しました。
本年度も、委員の先生方には多大なご協力とご尽力をいただき感謝いたします。今後とも引き続きご協力とご検討をお願い

します。
教育効果向上部会長　廣安 知之

各部会活動報告

4 2013.3. Vol.18 5

学習支援・教育開発センターでは、大学改革やFD関係の図書資料を収集し、専任教職員の方に事務室で閲覧して
いただけるようにしています。貸出も可能ですので、センターに直接お越しになるか、ホームページ掲載の所蔵図書
資料一覧をご覧いただき、ご希望の資料があればメールまたはお電話でご連絡ください。学内便でお届けします。

「学びの質保証戦略」
山田 礼子
玉川大学出版部
２０１２．５
ISBN：978-4-472-40454-2

「大学教育をデザインする
―構成主義に基づいた
教育実践―」
久保田 賢一・岸 磨貴子（編著）
晃洋書房
２０１２．７
ISBN：978-4-7710-2372-7

「学士力を支える
学習支援の方法論」
谷川 裕稔（代表編者）
ナカニシヤ出版
２０１２．１２
ISBN：978-4-7795-0700-7

※センターで所蔵した方が良いと思われる書籍等がありましたらご推薦ください。
　また、図書の他にも、ＦＤに関する雑誌・機関紙や報告書等を収集しています。上記の「図書資料のご案内ページ」よりご覧いただき、ご活用ください。

新着図書情報

http://clf.doshisha.ac.jp/books/list.html図書資料のご案内ページ

学習支援・教育開発センターでは、本学における授業
改善をさらに促進するために、専任教員を対象として、
新たな教育方法および教材開発に必要な費用全般を対
象とする補助を行う教育方法・教材開発費制度を設置し
ています。
2013年度は、この制度を利用して１件の取組が行わ

れます
※これまでの採択テーマ及び成果報告書（本学教職員のみ閲覧可）は本センターホームページ上に掲載していますので、
以下のURLよりご参照ください。

※教育方法・教材開発費制度を利用して開発された教材の一部は、本学オープンコースウェア上で公開しています。

http://clf.doshisha.ac.jp/support/development/materials.html教育方法・教材開発費制度のページ

http://clf.doshisha.ac.jp/opencourse/opencourse.html同志社大学オープンコースウェア

開発テーマ 所　属 申請者

政策学部 中野　民夫
柴田　悠

大教室での参加型・ワークショップ型
授業の基本型の開発

A区分（１件あたり50万円以下）

2013年度　教育方法・教材開発費 採択テーマ



今年度の本部会では、事業計画として、①ＴＡ研修制度の検討、②大学院教育充実のための情報提供と意見交換、③博
士課程教育における課題の検討の３点を挙げました。
①ＴＡ研修制度の検討については、2012年度のＴＡ研修会の実施要領を決定しました。今年度初めて全学的なＴＡ研修
会を開催しましたが、その際に実施したアンケート調査の結果等を踏まえて、来年度は、新任のＴＡおよび希望者に対象を限
定して、日程を履修登録期間中に早めて実施することになりました。②大学院教育充実のための情報提供と意見交換につい
ては、中央教育審議会の答申「グローバル化社会の大学院教育」や第２次大学院教育振興施策要綱の概要を報告して、大
学院教育改革をめぐる論点を示し、各研究科において議論する際の材料を提供しました。③博士課程教育における課題の
検討については、博士論文審査のポイントの明示に取り組みました。他大学の事例等を紹介し、各研究科の状況について情
報共有して意見交換を行った上で、明示が考えられる項目案を叩き台として提示しました。各研究科で検討いただいた結果、
多くの研究科で明示が可能であるとの判断がなされ、審査ポイントの明示に向けて作業が進められています。また、博士教育
課程におけるキャリア形成支援についても検討を行いました。このテーマで教育開発センター主催の講演会を開催し、先進的
な事例について情報共有を図るとともに、本CFD reportでも、大学院教育特集の一環として、大学院生のキャリア形成支援に
関する記事を掲載しています。
現在、大学院は多様な問題に直面しており、本年度はその一部しか扱うことができませんでしたが、委員の協力のもと、ひとつ
ひとつ課題を洗い出し、各研究科に議論の材料を提供していくことが大切だと考えます。今後ともご協力をお願いいたします。

（大学院教育検討部会長　風間 規男）

大学院教育検討部会 活動報告大学院教育検討部会 活動報告
Center for Faculty Development

　心理学部のFD活動は基本的に各教員に委ねられ

ているが、主任会を中心として頻繁に意見の集約を

行っている。その後、教授会開催日を利用して、全教

員が参加しての話し合いがもたれている。そこでは、

授業運営、成績評価、カリキュラムについて、継続的

な議論がなされている。

　本年度は、心理学部となって初めての卒業生を送

り出すこともあり、卒業研究についての議論が多く積

み重ねられた。その成果として、従来の卒業論文の執

筆・諮問会に加え、ポスター発表会を組み込むことと

なった。そこでは、心理学の知見を分かりやすく、端

的にプレゼンテーションするスキルが求められた。

　当日は、父母や下級生を招いて、４年間学んだ成

果が披露されることとなった。ポスターの前では、学

会会場さながらの熱気ある議論が展開され、初の試

みとなったポスター発表会は成功裏に終わったと言

えそうである。今後は、今年度の実施を振り返り、来

年度以降の活動に活かしていく予定である。

石川　信一心理学部

 大学院脳科学研究科は、５年一貫制の博士課程の

みを持ち、少人数教育、実験実習など対話型の教育

研究活動を軸として、神経科学関連の研究者および

専門技術者の養成を行っている。2012年度は研究

科開設初年度であり、1年次配当の授業のみ開講し

ている。FD活動については、教務主任を中心とした

FD委員会を組織し、成績評価、授業評価アンケート

などの資料を用いながら、定期的に議論を行い、授

業の改善を行っている。また、教員数、学生数が少な

い小規模の研究科であるため、各教員が個々の学

生から意見を聴取し、それぞれの授業科目の改善

に生かすようにしている。神経科学を教育する大学

学部は全国でもほとんどなく、入学した大学院学生

の神経科学の知識、思考法を初学者と想定として

授業を行う必要がある。初年度の経験に基づき、

2013年度についてはいくつかの授業に関して開

講時期の変更、教育内容の精選などを図る予定で

ある。

　2011年度誕生のグローバル・コミュニケーション学

部は「世界へ通じる対話力」を有する人材の育成を目

指す。約１年間の「Study Abroad」を必修とする英語

と中国語、さらに留学生を対象にした日本語の３コー

スを備えているが、実践的コミュニケーション能力の

強化のために、全コースにおいて小クラス編成の演習

系科目を実現している。これらのクラスではコーディ

ネーター制が導入され、教材の選択、授業進度の調

整、学生の指導、成績評価について意見や情報の交

換が定期的に行われている。科目コーディネーターが

担当者間の円滑なコミュニケーションを率先すること

により、カリキュラムを有機的に運営している。また、

2014年度に全コースの第１期生が取組む予定のア

クティヴ・ラーニング系科目「Seminar Project」に備

え、担当者が定期的に勉強会の場を設け、その指導方

法や運営方法について研究と議論を行っている。

松木　啓子グローバル・コミュニケーション学部

坂場　武史脳科学研究科

このコーナーでは、各学部・研究科・センターにおけるＦＤ活動の報告を順次掲載していきます。

2011年度の大学院教育検討部会では、上記の項目案を叩き台として、各研究科での「博士論文審査のポイント」の明示の可
否について検討を行いました。現在、各研究科で明示に向けた検討作業が進められています。

2011年度TA研修会実施要領

本学に任用されるＴＡが、その役割、責務、心得等、教育補助
業務を遂行する上で必要な事項について理解を深めること
により、各自が共通の認識を持ち、本学におけるＴＡ制度のよ
り効率的且つ効果的な運用を図ることを目的とする。

教育開発センターが実施主体となる。
研修運営は、教務課、倫理審査室、情報支援課等の協力を
仰ぐ。
学生への周知は、各学部・研究科事務室の協力を仰ぐ。

チラシ・ポスターの掲示、立て看板の設置、ホームページ掲載
等を通じて周知を行う。

集合研修による実施とする。

2011年度にＴＡとして任用される全学生を対象とする。

４月第４週目

目的

内容

実施体制

実施方法

対象者

実施日

研修内容の公開

出欠確認・アンケート調査

各学部・研究科 　　　活動報告

2012年度「実践的FDプログラム」受講者募集について

　本学では、2013 年４月の教学体制の再編に伴い、
学生の主体的な学習活動を支援するため、ラーニン
グ・コモンズの運用を開始します。
　今出川キャンパスの新校舎「良心館」に開設するラー
ニング・コモンズは２フロアに渡り、２階は学びの交流・
啓発空間「クリエイティブ・コモンズ」、３階はアカデ
ミックスキル育成空間「リサーチ・コモンズ」と名付
けています。
　ラーニング・コモンズでは、利用しやすい AV 機器
や組合せの型の机、持ち運び可能なホワイトボード等、

柔軟性のある什器を配し、グループ学習や協調学習に
配慮しています。また、アカデミック・インストラクター
や大学院生のラーニング・アシスタント、情報探索
アシスタント等の学習支援を行うスタッフを配置し、
アクティブな学びの伸展と授業外学習の「質」の向上を
目指した各種の企画を実施する予定です。
　今後、ニューズレターやホームページ等を通じて
最新情報を発信していきますので、是非、新しい学びの
場「良心館ラーニング・コモンズ」へお越しください。

ラーニング・コモンズのコンセプトや各エリアの機能等について、
利用ガイドで紹介しています。
閲覧ご希望の場合は、学習支援・教育開発センター事務室まで
お問合せください。

ラーニング・コモンズ 利用ガイド

FD支援部会 活動報告FD支援部会 活動報告
Center for Faculty Development

今年度の本部会の事業計画には、①学士課程教育の実質化に向けた検討、②教育方法・教材開発費制度の見直し、③
英語版FDハンドブックの作成、④「大学入学準備講座」の企画、⑤FDに関する意識高揚活動の実施、⑥FD講演会・ワーク
ショップの開催、⑦学生による授業評価アンケート調査実施方法の見直し、という７項目を挙げました。
このうち①の学士課程教育の実質化に向けた検討については、厳格な成績評価との関連からＧＰＡ制度について意見交
換を行いました。また、文部科学省が推し進めようとしているナンバリング制度についても紹介し、導入に向けた準備を始めまし
た。②の教育方法・教材開発費制度については、2011年度に改訂をしましたが、更に公平性をはかるため、応募者の意見を聞
くためのヒアリング制度を設けることにしました。③の英語版FDハンドブックは編集が終わり、外国人教員を主な対象として学
内に配布しました。日本語を母語とされない先生方にも、大学のFD活動を理解していただくための一助となればと考えていま
す。④の「大学入学準備講座」の企画は、今年も盛況で多くの高校生が参加してくれました。毎年の活動として定着してきた
感があります。⑥のFD講演会・ワークショップの開催については、2012年7月に文部科学省との共催で「大学教育改革地域フ
ォーラム2012 in 同志社大学～グローバル社会における学生の主体的な学びについて考える～」を開催しました。この企画は、
大学教育の質の転換を図るために必要な課題や具体的な取組について、学生、教職員、社会人等の立場から幅広く議論す
ること目標に、全国各地で開催されているもので、京都では本学が開催校となりました。当日は、多くの教職員および学生が参
加し、またラーニング・コモンズにおける学生の主体的な学びの可能性等、新しい視点からの報告がなされて、大学の進もうとし
ている新たな道筋が示されたように思われました。他の項目においても、委員の皆さんから貴重なご意見を頂戴し、力を合わせ
て事業計画を推進できたと考えています。委員の皆様のご協力ご支援に心から感謝致します。

（ＦＤ支援部会長　勝山 貴之）

教育効果向上部会 活動報告教育効果向上部会 活動報告
Center for Faculty Development

今年度の本部会では、①「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析、②「キャンパスライフに関
するアンケート調査」調査結果の利用促進(個別学部を訪問し、調査結果のフィードバック)、③「キャンパスライフに関するアンケ
ート調査」 から読み取れる課題の抽出の3点について主に検討しました。
「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析については、昨年と同様に、専門調査員を中心に調
査結果の集計と分析を行い、「2011年度『キャンパスライフに関するアンケート調査』調査結果報告書」の作成が完了しました。
特に今年は、基礎データのまとめだけでなく、テーマ分析を行いました。分析したテーマは、「大学に対する愛着(愛校心)の規定
要因に関する基礎的分析」です。同志社大学の目指している良心教育、キリスト教主義の成果が垣間見られる結果となりまし
た。また、2008年度より一部の学部で実施してきた学生にIDを記入させるパネル調査についても、昨2011年度から1年次生の全
学部で実施することになり、2013来年度には、3年次生も全ての学部でが1IDを記入による調査をさせて実施することができよう
になっています。このアンケート調査では、学生に回答してもらわなければ話しが始まりません。アンケート調査の回答・回収にあた
っては改めて学部のご協力をお願いしたいと思います。
上記のアンケート調査の利用促進を行うために、個別学部を訪問し、調査結果のフィードバックを行っています。今年度は、グ
ローバル・コミュニケーション学部、スポーツ健康科学部、神学部、文化情報学部で実施し、ました。3月には文化情報学部に訪問
する予定です。各学部の特徴が見られるアンケート調査をとりまとめご紹介しました。これにより、学内での本調査自体の認知度
は徐 に々高まってきていると感じています。
「キャンパスライフに関するアンケート調査」は、PDCAサイクルを繰り返すことにより継続的に教育効果を上げる仕組みの一環
の一つとして行っています。今年度は、このPDCAサイクルを強く意識した検討も行いました。まず、同志社大学および各学部が
注力する取り組みをまとめました。大学が目指す基礎学力の向上、主体的学習の獲得、国際化の推進を中心に、各学部が特色
のあるプログラムの作成をプランしていることがまとめられました。この取り組みが成果をあげているのかについて、アンケート結
果を利用して議論しました。
本年度も、委員の先生方には多大なご協力とご尽力をいただき感謝いたします。今後とも引き続きご協力とご検討をお願いし

ます。
（教育効果向上部会長　廣安　知之）

学習支援・教育開発センターでは、高校生向けに大学における必要な学力レベルを教えるための特設授業を提供することで、高校生
に正しい学部選択の機会を与えることを目的として、2005年度より「大学入学準備講座」を開講しています。
今年度は、2013年度開設のグローバル地域文化学部を含め全14講座を開講し、37校の高等学校より延べ947名の高校生が大
学の授業を体験しました。
志望学部の講義ということもあり、熱心にノートを取る姿も見られ、終了後のアンケートにも、概ね大学での授業を期待する前向きな
姿勢がうかがえました。

●難しい部分もありましたが、大学進学を考える上で「大
学で勉強したい」と、より強く思うようになり、刺激を受
けました。これを励みに高校生活も充実させて、大学進
学に臨みたいと思います。
●高校での授業とは全然違っていて、大学では自主的に勉
強することが大事なんだなと感じました。
●理系か文系かとても迷っているのですが、理系でも文系
の要素もある分野もあるんだと分かって進路選択の役
に立ちました。
●授業のレベルが高かったので私はあまり理解する事が
できなかったが、自分の進路の参考になった。
●大学の講義がどういったものか今まで全く知らなくて、
むしろつまらないものというイメージを持っていたけれ
ど、今日の講義を受けて案外つまらないものではないん
だなぁと思いました。高校の授業で、興味のないことま
で強制的に授業を受けているより、大学で自分が知りた
いことを探すことの方が楽しそうだと思いました。これ
からの学部選びのための良い参考となってよかったで
す。
●今まで受けてきた、どの授業にも当てはまらず、初めて
やる内容だったのでとても難しかったです。
●実際90分受けてみて、やっぱり長かったです。講義を受
けて、しっかり大学について考えようと思いました。
●大学ってどんな勉強をするのか分かっていなかったけれ
ど、この講座で大体分かったと思います。今、勉強にやる気

また、講師の先生にご協力いただき、講義内容をまとめた講義録を発行するとともに、臨場感ある講義を体感していただける
講義風景の動画を下記URLより公開しています（視聴にはID・パスワードが必要です）。
2013年度も「大学入学準備講座」の開講を予定しています。詳細については、本センターホームページよりご案内します。

http://clf.doshisha.ac.jp/preparation_course/course.html大学入学準備講座のページ

アンケート結果

・テレビなどで説明されないことを教えようとしてくださったのが、良かったです。
・初めて大学の講義スタイルで授業を受け、早く大学生になりたいと強く思いました。
・高校の授業とは違って生徒との掛け合いが多くて楽しかったです。これが「授業」ではなく「講義」なん
だと思いました。
・高校より先生と生徒の距離が近いなーと思いました。
・しゃべるだけじゃなくて、映像とかを使うと聞く方も興味が出ていいな、と思いました。
・大学での授業は、自分で内容を聞いて答えてノートを作っていかなければならないことが分かったので、
今回体験授業を受けてみて、どのように聞いて考えて書けばよいかということの参考になりました。これ
からの高校の授業でも参考にしたいです。
・まさに自分が学びたいことにジャストミートでした！大学の講義が楽しみになりました。
・大学の授業のレベルの高さを知りました。入学までの間、もう少し勉強したいなと思います。

授業のレベルはどうか？

■…ちょうど良かった 
■…高すぎた 
■…低すぎた 

講師の話し方はどうか？

■…わかりやすかった 
■…どちらとも言えない 
■…わかりにくかった 

高校における
勉強の刺激になったか？

■…刺激になった 
■…どちらとも言えない 
■…刺激にはならなかった 

学部を選択する際の
参考になったか？

■…参考になった 
■…どちらとも言えない 
■…参考にならなかった 

同志社大学の講義を
受けたいと思ったか？

■…思った 
■…どちらとも言えない 
■…思わなかった

FD

学習支援・教育開発センターでは、ホームページやメーリングリストを通じて、学内外で開催
されるＦＤ関連企画を紹介しています。メーリングリストでの情報配信をご希望の場合は、学習
支援・教育開発センター事務室までお知らせください（本学専任教職員を対象とします）。
今後、学内外で開催される企画は以下の通りです。その他の企画についても随時お知らせ

しますので、積極的なご参加をお待ちしています。

５月２５日（土）・２６日（日）

６月１日（土）・２日（日）

６月２１日（金）・２２日（土）

７月２２日（月）

９月１２日（木）～９月１４日（土）

９月１４日（土）・１５日（日）

１１月３０日（土）・１２月１日（日）

日本高等教育学会　第16回大会

大学教育学会　第35回大会

New Education Expo 2013

大学評価・学位授与機構　平成25年度大学評価フォーラム

初年次教育学会　第６回全国大会

第10回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム

大学教育学会　課題研究集会

広島大学　東広島キャンパス

東北大学　川内北キャンパス

大阪マーチャンダイズ・マート

一橋講堂

金沢工業大学

同志社大学　今出川キャンパス

同志社大学　今出川キャンパス

開催日程 企画名称 会　場

※上記一覧は予定ですので、開催時期や会場が変更されることがあります。　※参加にかかる費用は学習支援・教育開発センターが負担します。

http://clf.doshisha.ac.jp/research/research.html研究会・研修会のご案内ページ

FD関連企画
のご案内

2012年度「大学入学準備講座」開催報告

受講生Voice
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今年度の本部会では、事業計画として、①ＴＡ研修制度の検討、②大学院教育充実のための情報提供と意見交換、③博
士課程教育における課題の検討の３点を挙げました。
①ＴＡ研修制度の検討については、2012年度のＴＡ研修会の実施要領を決定しました。今年度初めて全学的なＴＡ研修
会を開催しましたが、その際に実施したアンケート調査の結果等を踏まえて、来年度は、新任のＴＡおよび希望者に対象を限
定して、日程を履修登録期間中に早めて実施することになりました。②大学院教育充実のための情報提供と意見交換につい
ては、中央教育審議会の答申「グローバル化社会の大学院教育」や第２次大学院教育振興施策要綱の概要を報告して、大
学院教育改革をめぐる論点を示し、各研究科において議論する際の材料を提供しました。③博士課程教育における課題の
検討については、博士論文審査のポイントの明示に取り組みました。他大学の事例等を紹介し、各研究科の状況について情
報共有して意見交換を行った上で、明示が考えられる項目案を叩き台として提示しました。各研究科で検討いただいた結果、
多くの研究科で明示が可能であるとの判断がなされ、審査ポイントの明示に向けて作業が進められています。また、博士教育
課程におけるキャリア形成支援についても検討を行いました。このテーマで教育開発センター主催の講演会を開催し、先進的
な事例について情報共有を図るとともに、本CFD reportでも、大学院教育特集の一環として、大学院生のキャリア形成支援に
関する記事を掲載しています。
現在、大学院は多様な問題に直面しており、本年度はその一部しか扱うことができませんでしたが、委員の協力のもと、ひとつ
ひとつ課題を洗い出し、各研究科に議論の材料を提供していくことが大切だと考えます。今後ともご協力をお願いいたします。

（大学院教育検討部会長　風間 規男）

大学院教育検討部会 活動報告大学院教育検討部会 活動報告
Center for Faculty Development

　心理学部のFD活動は基本的に各教員に委ねられ

ているが、主任会を中心として頻繁に意見の集約を

行っている。その後、教授会開催日を利用して、全教

員が参加しての話し合いがもたれている。そこでは、

授業運営、成績評価、カリキュラムについて、継続的

な議論がなされている。

　本年度は、心理学部となって初めての卒業生を送

り出すこともあり、卒業研究についての議論が多く積

み重ねられた。その成果として、従来の卒業論文の執

筆・諮問会に加え、ポスター発表会を組み込むことと

なった。そこでは、心理学の知見を分かりやすく、端

的にプレゼンテーションするスキルが求められた。

　当日は、父母や下級生を招いて、４年間学んだ成

果が披露されることとなった。ポスターの前では、学

会会場さながらの熱気ある議論が展開され、初の試

みとなったポスター発表会は成功裏に終わったと言

えそうである。今後は、今年度の実施を振り返り、来

年度以降の活動に活かしていく予定である。

石川　信一心理学部

 大学院脳科学研究科は、５年一貫制の博士課程の

みを持ち、少人数教育、実験実習など対話型の教育

研究活動を軸として、神経科学関連の研究者および

専門技術者の養成を行っている。2012年度は研究

科開設初年度であり、1年次配当の授業のみ開講し

ている。FD活動については、教務主任を中心とした

FD委員会を組織し、成績評価、授業評価アンケート

などの資料を用いながら、定期的に議論を行い、授

業の改善を行っている。また、教員数、学生数が少な

い小規模の研究科であるため、各教員が個々の学

生から意見を聴取し、それぞれの授業科目の改善

に生かすようにしている。神経科学を教育する大学

学部は全国でもほとんどなく、入学した大学院学生

の神経科学の知識、思考法を初学者と想定として

授業を行う必要がある。初年度の経験に基づき、

2013年度についてはいくつかの授業に関して開

講時期の変更、教育内容の精選などを図る予定で

ある。

　2011年度誕生のグローバル・コミュニケーション学

部は「世界へ通じる対話力」を有する人材の育成を目

指す。約１年間の「Study Abroad」を必修とする英語

と中国語、さらに留学生を対象にした日本語の３コー

スを備えているが、実践的コミュニケーション能力の

強化のために、全コースにおいて小クラス編成の演習

系科目を実現している。これらのクラスではコーディ

ネーター制が導入され、教材の選択、授業進度の調

整、学生の指導、成績評価について意見や情報の交

換が定期的に行われている。科目コーディネーターが

担当者間の円滑なコミュニケーションを率先すること

により、カリキュラムを有機的に運営している。また、

2014年度に全コースの第１期生が取組む予定のア

クティヴ・ラーニング系科目「Seminar Project」に備

え、担当者が定期的に勉強会の場を設け、その指導方

法や運営方法について研究と議論を行っている。

松木　啓子グローバル・コミュニケーション学部

坂場　武史脳科学研究科

このコーナーでは、各学部・研究科・センターにおけるＦＤ活動の報告を順次掲載していきます。

2011年度の大学院教育検討部会では、上記の項目案を叩き台として、各研究科での「博士論文審査のポイント」の明示の可
否について検討を行いました。現在、各研究科で明示に向けた検討作業が進められています。

2011年度TA研修会実施要領

本学に任用されるＴＡが、その役割、責務、心得等、教育補助
業務を遂行する上で必要な事項について理解を深めること
により、各自が共通の認識を持ち、本学におけるＴＡ制度のよ
り効率的且つ効果的な運用を図ることを目的とする。

教育開発センターが実施主体となる。
研修運営は、教務課、倫理審査室、情報支援課等の協力を
仰ぐ。
学生への周知は、各学部・研究科事務室の協力を仰ぐ。

チラシ・ポスターの掲示、立て看板の設置、ホームページ掲載
等を通じて周知を行う。

集合研修による実施とする。

2011年度にＴＡとして任用される全学生を対象とする。

４月第４週目

目的

内容

実施体制

実施方法

対象者

実施日

研修内容の公開

出欠確認・アンケート調査

各学部・研究科 　　　活動報告

2012年度「実践的FDプログラム」受講者募集について

　本学では、2013 年４月の教学体制の再編に伴い、
学生の主体的な学習活動を支援するため、ラーニン
グ・コモンズの運用を開始します。
　今出川キャンパスの新校舎「良心館」に開設するラー
ニング・コモンズは２フロアに渡り、２階は学びの交流・
啓発空間「クリエイティブ・コモンズ」、３階はアカデ
ミックスキル育成空間「リサーチ・コモンズ」と名付
けています。
　ラーニング・コモンズでは、利用しやすい AV 機器
や組合せの型の机、持ち運び可能なホワイトボード等、

柔軟性のある什器を配し、グループ学習や協調学習に
配慮しています。また、アカデミック・インストラクター
や大学院生のラーニング・アシスタント、情報探索
アシスタント等の学習支援を行うスタッフを配置し、
アクティブな学びの伸展と授業外学習の「質」の向上を
目指した各種の企画を実施する予定です。
　今後、ニューズレターやホームページ等を通じて
最新情報を発信していきますので、是非、新しい学びの
場「良心館ラーニング・コモンズ」へお越しください。

ラーニング・コモンズのコンセプトや各エリアの機能等について、
利用ガイドで紹介しています。
閲覧ご希望の場合は、学習支援・教育開発センター事務室まで
お問合せください。

ラーニング・コモンズ 利用ガイド

FD支援部会 活動報告FD支援部会 活動報告
Center for Faculty Development

今年度の本部会の事業計画には、①学士課程教育の実質化に向けた検討、②教育方法・教材開発費制度の見直し、③
英語版FDハンドブックの作成、④「大学入学準備講座」の企画、⑤FDに関する意識高揚活動の実施、⑥FD講演会・ワーク
ショップの開催、⑦学生による授業評価アンケート調査実施方法の見直し、という７項目を挙げました。
このうち①の学士課程教育の実質化に向けた検討については、厳格な成績評価との関連からＧＰＡ制度について意見交
換を行いました。また、文部科学省が推し進めようとしているナンバリング制度についても紹介し、導入に向けた準備を始めまし
た。②の教育方法・教材開発費制度については、2011年度に改訂をしましたが、更に公平性をはかるため、応募者の意見を聞
くためのヒアリング制度を設けることにしました。③の英語版FDハンドブックは編集が終わり、外国人教員を主な対象として学
内に配布しました。日本語を母語とされない先生方にも、大学のFD活動を理解していただくための一助となればと考えていま
す。④の「大学入学準備講座」の企画は、今年も盛況で多くの高校生が参加してくれました。毎年の活動として定着してきた
感があります。⑥のFD講演会・ワークショップの開催については、2012年7月に文部科学省との共催で「大学教育改革地域フ
ォーラム2012 in 同志社大学～グローバル社会における学生の主体的な学びについて考える～」を開催しました。この企画は、
大学教育の質の転換を図るために必要な課題や具体的な取組について、学生、教職員、社会人等の立場から幅広く議論す
ること目標に、全国各地で開催されているもので、京都では本学が開催校となりました。当日は、多くの教職員および学生が参
加し、またラーニング・コモンズにおける学生の主体的な学びの可能性等、新しい視点からの報告がなされて、大学の進もうとし
ている新たな道筋が示されたように思われました。他の項目においても、委員の皆さんから貴重なご意見を頂戴し、力を合わせ
て事業計画を推進できたと考えています。委員の皆様のご協力ご支援に心から感謝致します。

（ＦＤ支援部会長　勝山 貴之）

教育効果向上部会 活動報告教育効果向上部会 活動報告
Center for Faculty Development

今年度の本部会では、①「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析、②「キャンパスライフに関
するアンケート調査」調査結果の利用促進(個別学部を訪問し、調査結果のフィードバック)、③「キャンパスライフに関するアンケ
ート調査」 から読み取れる課題の抽出の3点について主に検討しました。
「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析については、昨年と同様に、専門調査員を中心に調
査結果の集計と分析を行い、「2011年度『キャンパスライフに関するアンケート調査』調査結果報告書」の作成が完了しました。
特に今年は、基礎データのまとめだけでなく、テーマ分析を行いました。分析したテーマは、「大学に対する愛着(愛校心)の規定
要因に関する基礎的分析」です。同志社大学の目指している良心教育、キリスト教主義の成果が垣間見られる結果となりまし
た。また、2008年度より一部の学部で実施してきた学生にIDを記入させるパネル調査についても、昨2011年度から1年次生の全
学部で実施することになり、2013来年度には、3年次生も全ての学部でが1IDを記入による調査をさせて実施することができよう
になっています。このアンケート調査では、学生に回答してもらわなければ話しが始まりません。アンケート調査の回答・回収にあた
っては改めて学部のご協力をお願いしたいと思います。
上記のアンケート調査の利用促進を行うために、個別学部を訪問し、調査結果のフィードバックを行っています。今年度は、グ
ローバル・コミュニケーション学部、スポーツ健康科学部、神学部、文化情報学部で実施し、ました。3月には文化情報学部に訪問
する予定です。各学部の特徴が見られるアンケート調査をとりまとめご紹介しました。これにより、学内での本調査自体の認知度
は徐 に々高まってきていると感じています。
「キャンパスライフに関するアンケート調査」は、PDCAサイクルを繰り返すことにより継続的に教育効果を上げる仕組みの一環
の一つとして行っています。今年度は、このPDCAサイクルを強く意識した検討も行いました。まず、同志社大学および各学部が
注力する取り組みをまとめました。大学が目指す基礎学力の向上、主体的学習の獲得、国際化の推進を中心に、各学部が特色
のあるプログラムの作成をプランしていることがまとめられました。この取り組みが成果をあげているのかについて、アンケート結
果を利用して議論しました。
本年度も、委員の先生方には多大なご協力とご尽力をいただき感謝いたします。今後とも引き続きご協力とご検討をお願いし

ます。
（教育効果向上部会長　廣安　知之）

学習支援・教育開発センターでは、高校生向けに大学における必要な学力レベルを教えるための特設授業を提供することで、高校生
に正しい学部選択の機会を与えることを目的として、2005年度より「大学入学準備講座」を開講しています。
今年度は、2013年度開設のグローバル地域文化学部を含め全14講座を開講し、37校の高等学校より延べ947名の高校生が大
学の授業を体験しました。
志望学部の講義ということもあり、熱心にノートを取る姿も見られ、終了後のアンケートにも、概ね大学での授業を期待する前向きな
姿勢がうかがえました。

●難しい部分もありましたが、大学進学を考える上で「大
学で勉強したい」と、より強く思うようになり、刺激を受
けました。これを励みに高校生活も充実させて、大学進
学に臨みたいと思います。
●高校での授業とは全然違っていて、大学では自主的に勉
強することが大事なんだなと感じました。
●理系か文系かとても迷っているのですが、理系でも文系
の要素もある分野もあるんだと分かって進路選択の役
に立ちました。
●授業のレベルが高かったので私はあまり理解する事が
できなかったが、自分の進路の参考になった。
●大学の講義がどういったものか今まで全く知らなくて、
むしろつまらないものというイメージを持っていたけれ
ど、今日の講義を受けて案外つまらないものではないん
だなぁと思いました。高校の授業で、興味のないことま
で強制的に授業を受けているより、大学で自分が知りた
いことを探すことの方が楽しそうだと思いました。これ
からの学部選びのための良い参考となってよかったで
す。
●今まで受けてきた、どの授業にも当てはまらず、初めて
やる内容だったのでとても難しかったです。
●実際90分受けてみて、やっぱり長かったです。講義を受
けて、しっかり大学について考えようと思いました。
●大学ってどんな勉強をするのか分かっていなかったけれ
ど、この講座で大体分かったと思います。今、勉強にやる気

また、講師の先生にご協力いただき、講義内容をまとめた講義録を発行するとともに、臨場感ある講義を体感していただける
講義風景の動画を下記URLより公開しています（視聴にはID・パスワードが必要です）。
2013年度も「大学入学準備講座」の開講を予定しています。詳細については、本センターホームページよりご案内します。

http://clf.doshisha.ac.jp/preparation_course/course.html大学入学準備講座のページ

アンケート結果

・テレビなどで説明されないことを教えようとしてくださったのが、良かったです。
・初めて大学の講義スタイルで授業を受け、早く大学生になりたいと強く思いました。
・高校の授業とは違って生徒との掛け合いが多くて楽しかったです。これが「授業」ではなく「講義」なん
だと思いました。
・高校より先生と生徒の距離が近いなーと思いました。
・しゃべるだけじゃなくて、映像とかを使うと聞く方も興味が出ていいな、と思いました。
・大学での授業は、自分で内容を聞いて答えてノートを作っていかなければならないことが分かったので、
今回体験授業を受けてみて、どのように聞いて考えて書けばよいかということの参考になりました。これ
からの高校の授業でも参考にしたいです。
・まさに自分が学びたいことにジャストミートでした！大学の講義が楽しみになりました。
・大学の授業のレベルの高さを知りました。入学までの間、もう少し勉強したいなと思います。

授業のレベルはどうか？

■…ちょうど良かった 
■…高すぎた 
■…低すぎた 

講師の話し方はどうか？

■…わかりやすかった 
■…どちらとも言えない 
■…わかりにくかった 

高校における
勉強の刺激になったか？

■…刺激になった 
■…どちらとも言えない 
■…刺激にはならなかった 

学部を選択する際の
参考になったか？

■…参考になった 
■…どちらとも言えない 
■…参考にならなかった 

同志社大学の講義を
受けたいと思ったか？

■…思った 
■…どちらとも言えない 
■…思わなかった

FD

学習支援・教育開発センターでは、ホームページやメーリングリストを通じて、学内外で開催
されるＦＤ関連企画を紹介しています。メーリングリストでの情報配信をご希望の場合は、学習
支援・教育開発センター事務室までお知らせください（本学専任教職員を対象とします）。
今後、学内外で開催される企画は以下の通りです。その他の企画についても随時お知らせ

しますので、積極的なご参加をお待ちしています。

５月２５日（土）・２６日（日）

６月１日（土）・２日（日）

６月２１日（金）・２２日（土）

７月２２日（月）

９月１２日（木）～９月１４日（土）

９月１４日（土）・１５日（日）

１１月３０日（土）・１２月１日（日）

日本高等教育学会　第16回大会

大学教育学会　第35回大会

New Education Expo 2013

大学評価・学位授与機構　平成25年度大学評価フォーラム

初年次教育学会　第６回全国大会

第10回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム

大学教育学会　課題研究集会

広島大学　東広島キャンパス

東北大学　川内北キャンパス

大阪マーチャンダイズ・マート

一橋講堂

金沢工業大学

同志社大学　今出川キャンパス

同志社大学　今出川キャンパス

開催日程 企画名称 会　場

※上記一覧は予定ですので、開催時期や会場が変更されることがあります。　※参加にかかる費用は学習支援・教育開発センターが負担します。

http://clf.doshisha.ac.jp/research/research.html研究会・研修会のご案内ページ

FD関連企画
のご案内

2012年度「大学入学準備講座」開催報告

受講生Voice
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昨年9月に、文部科学省から「グローバル人材育成推進事業」において、本学がタイプA（全学推進型）に採択されたとの通知

がありました。国際センター、全学共通教養教育センター、そして学習支援・教育開発センターが協力して構想したプロジェクト

が認められ、国内で選抜された11の大学に本学も名を連ねることができました。内向きと言われる日本の若者たちに海外に目

を向けてもらい、グローバル人材に育ってもらうため、大学も様々な改革に取組んでいくことを求められています。語学クラス

の能力別クラス編成、TOEFLスコア・アップのための集中語学クラスIntensive Courses for TOEFLの開講、サマープログ

ラムをはじめとする留学制度の一層の充実、ラーニング・コモンズを活用した学習支援など、学生たちのグローバルな知識・能力

を高めていくための教育改革は必須です。そればかりか、海外からの留学生に英語で授業をするため、教員側の教育力も上げ

ていく必要があります。またキャンパスに留学生を迎え入れるためには、事務サイドの外国語コミュニケーション能力も向上さ

せていかねばなりません。グローバル人材育成を旗印に掲げる以上、単に学生たちの語学力向上の問題ではなく、大学全体の

グローバル化を目指して、果敢に取組んでいく姿勢が何より重要です。大学は大きな変革の時期を迎えています。

平成24年度グローバル人材育成推進事業（G30プラス）への採択
学習支援・教育開発センター所長　勝山貴之

REPORTCLF

REPORTCLF

大学教育の今

学習支援・教育開発センターでは、2013年度の新任教員向け、およびＴＡ向けの研修会を開催します。
対象者以外でも、本学教職員であれば参加可能ですので、ご希望の場合は学習支援・教育開発センター事務室までお問合せ

ください。また、研修会の内容は、後日ホームページでも公開予定ですので、あわせてご覧ください。

このたび、英語版の「FDハンドブック」を発行しました。本学におけるFDの基本方針や、
シラバス整備、成績評価等について英語で掲載しています。本センターホームページにも
掲載していますので、ぜひご活用ください。

センター事務室からのお知らせ

新任教員研修会／ＴＡ研修会開催のお知らせ

英語版FDハンドブックについて

http://clf.doshisha.ac.jp/information/information.htmlお知らせのページ
※各研修会の詳細については、本センターのホームページをご参照ください。

http://clf.doshisha.ac.jp/handbook/handbook.html同志社大学FDハンドブックのページ

学習支援・教育開発センターでは、本学の学生のバックグラウンドや意識等についてのデータを収
集、蓄積することによって、1年次生の特徴および学年進行後の変化を客観的に把握することを目的
として、「キャンパスライフに関するアンケート調査」を実施しています。
毎年、調査結果の集計と分析を行い、『調査結果報告書』として取り纏めています。本学の教育・
学生の特徴を知ることができる冊子となっていますので、ぜひご活用ください。
なお、『調査結果報告書』は学内において、学部等関係者が閲覧することのみを許可しています。
調査結果の一部は、本センターホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

「キャンパスライフに関するアンケート調査」調査結果報告書について

http://clf.doshisha.ac.jp/investigation/investigation.htmlキャンパスライフに関するアンケート調査のページ

新任教員研修会
日　程 ４月２日（火）13：00～16：25

会　場 今出川キャンパス：寧静館会議室（5階）

内　容 ・ガヴァナンス、意思決定の仕組み
・国際化の取組 ・学生支援体制
・教育活動 ・入学試験業務
・研究活動 ・教育研究倫理

ＴＡ研修会
日　程
（予   定）

４月４日（木） 18：30～19：15
４月５日（金） 12：25～13：10
４月８日（月） 12：25～13：10

会　場 今出川キャンパス：良心館ラーニング・コモンズ
京田辺キャンパス：TC１－232

内　容 ・ＴＡ制度、ＴＡの心得
・ＴＡの事務手続き
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